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ご 挨 拶  
このたび、多くの皆さまのご尽力により、もう一度NACK5スタジアム大宮のピッチに立たせていただけることになりました。
大宮アルディージャとして“初”の、またJリーグ史上“初”のゴールキーパーとしての引退試合を開催するにあたり、
これまで所属したクラブでともに戦った選手や日本代表で戦った選手たちが集まってくれました。
豪華なメンバーとともに、ご来場いただいた皆さまに満足していただける
エンターテインメントをお見せできるよう、自分も全力でプレーします！　
本日はご来場、ありがとうございます！

■ユース年代歴
武蔵ヶ丘FC→読売日本SC Jrユース（現・東京
ヴェルディJrユース）→静岡学園高

■クラブ歴
柏レイソル（1998年～2009年）
ロアッソ熊本（2010年～2013年）
横浜FC（2014年～2021年途中）
大宮アルディージャ（2021年途中～2023年）

■代表歴
1997 FIFAワールドユース選手権 U-20日本代表（1997年）
1999 FIFAワールドユース選手権 U-20日本代表（1999年）
アジア競技大会 U-23日本代表（1998年）
シドニーオリンピック予選日本代表（2000年）
A代表初選出（2001年）

■個人タイトル
Jリーグ優秀新人賞（1998年）
Jリーグフェアプレー個人賞（2001年）
Jリーグ功労選手賞（2024年）
■初出場
リーグ戦：Jリーグ 1stステージ第13節 
ヴェルディ川崎vs柏レイソル＠等々力陸上競技場（1998年7月25日）
リーグカップ：Jリーグヤマザキナビスコカップ Bグループ 
第1節 セレッソ大阪vs柏レイソル＠長居スタジアム（1998年5月16日）
■その他
Jリーグ通算GK最多出場記録（666試合）

■チームタイトル
Ｊリーグヤマザキナビスコカップ（1999年）

PROFILE 
南 雄太（みなみ・ゆうた）　1979年9月30日生まれ、45歳。神奈川県出身。

adobe_rft01@ardija.co.jp 
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南雄太 年度別成績
年 Div. 所属 リーグ リーグカップ 天皇杯

出場 得点 出場 得点 出場 得点

98 J 柏 22 0 4 0 1 0
99 J1 柏 18 0 2 0 4 0
00 J1 柏 20 0 0 0 2 0
01 J1 柏 29 0 4 0 1 0
02 J1 柏 27 0 7 0 1 0
03 J1 柏 26 0 3 0 0 0
04 J1 柏 28 0 4 0 0 0
05 J1 柏 33 0 5 0 1 0
06 J2 柏 45 0 - - 0 0
07 J1 柏 33 0 2 0 0 0
08 J1 柏 10 0 1 0 1 0
09 J1 柏 0 0 3 0 0 0
10 J2 熊本 36 0 - - 2 0
11 J2 熊本 38 0 - - 0 0
12 J2 熊本 39 0 - - 2 0
13 J2 熊本 42 0 - - 0 0
14 J2 横浜FC 39 0 - - 1 0
15 J2 横浜FC 42 0 - - 2 0
16 J2 横浜FC 23 0 - - 0 0
17 J2 横浜FC 1 0 - - 0 0
18 J2 横浜FC 25 0 - - 1 0
19 J2 横浜FC 33 0 - - 0 0
20 J1 横浜FC 12 0 0 0 - -
21 J1 横浜FC 8 0 2 0 0 0
21 J2 大宮 19 0 - - - -
22 J2 大宮 15 0 - - 0 0
23 J2 大宮 3 0 - - 2 0

合　　計
J1 J2 リーグカップ 天皇杯

出場 得点 出場 得点 出場 得点 出場 得点

266 0 400 0 37 0 21 0

H I S T O R Y

Y UTA FRIENDS MEMBERS
南雄太が在籍したクラブでともにプレーした選手

―南雄太年表―

U-20ワールドユース/U-23シドニー五輪世代を中心とした日本代表に関わる選手

2023シーズン限りで 
現役生活に幕を下ろす

2023年10月19日、同シーズン限りでの現
役引退を発表。最終節では、ファン・サポー
ターに感謝の言葉を述べた。

横浜FCの13年ぶりの 
J1昇格に貢献

2019シーズンのJ2最終節に勝利し、横
浜FCが13年ぶりのJ1昇格を達成。三浦
知良らと喜びを分かち合った。

静岡学園高で 
高校選手権制覇
中学時代を読売日本SC 
Jrユース（現・東京ヴェル
ディJrユース）で過ごす
と、高校は静岡学園高校
へ。1995年度の全国高
校サッカー選手権大会
では、1年生ながら優勝
に大きく貢献。その後の
ワールドユースなどでの
飛躍につなげた。

柏レイソル加入。 
プロ1年目から主力に

1998年、柏レイソルに加入。土肥洋一から定位置を奪うと、
1年目からいきなりリーグ戦20試合以上に出場した。

柏レイソル退団時、 
記憶に残るメッセージ

2009シーズン限りで12年間在籍した柏レ
イソルを退団。最終戦では、サポーターから
『柏の子供は雄太の背中を見て育つ。』と
書かれたTシャツを渡された。

Jリーグの 
GK最多出場記録を更新

2022年5月4日のJ2第14節・大分トリニータ戦で、GKとして最
多出場記録となる、Jリーグ通算661試合出場を達成。その後
も出場を重ね、最終的に計666試合に出場した。

1995 1996 1997 1999 2000 2001 2003 2004 2005 2006 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2016 2017 2018 2020 2021 20221998 2002 2007 2015 2019 2023

GK 1
18
21
53

高丘 陽平
南 雄太
渋谷 飛翔
菅野 孝憲

DF 3
5
16
25
43
55

河本 裕之
藤井 悠太
武田 英二郎
大﨑 玲央
市原 吏音
田代 真一

MF 6
7
10
11
17
48
50
88

石川 俊輝
大谷 秀和
内田 智也
藤本 主税
安 英学
柴山 昌也
三門 雄大
野村 直輝

FW 19
33
39
77

李 忠成
河田 篤秀
北嶋 秀朗
大津 祐樹

GK 1
12
18

川口 能活
楢﨑 正剛
南 雄太

DF 2
21
22

坪井 慶介
加地 亮
中澤 佑二

MF 28
44
50

石川 直宏
小野 伸二
遠藤 保仁

MF 5
6
7
10
13
14
17
26

稲本 潤一
中田 浩二
佐藤 勇人
中村 俊輔
鈴木 啓太
中村 憲剛
明神 智和
松井 大輔

FW 8
11
19
29

柿谷 曜一朗
三浦 知良
高原 直泰
播戸 竜二

監督 高木 琢也 BLUE LEGENDS MEMBERS監督 西野 朗

YUTA FRIENDS出場メンバーとの
思い出を語った記事はコチラから

BLUE LEGENDS
出場メンバーとの
思い出を語った
記事はコチラから

※J1・J2入れ替え戦 4試合出場0得点
※J1参入プレーオフ 1試合出場0得点

夏に大宮へ加入。 
チームをJ2残留に導く

2021年7月に大宮に期限付き移籍。苦しむチームを
最後尾から立て直してJ2残留に導き、同12月には
翌シーズンの完全移籍加入が発表された。

34歳で横浜FCへ。 
J2で試合出場を 
重ねる

2014シーズンからは横浜FCでプレー。
加入初年度から主力となり、2016年に
はJ2通算300試合出場を達成した。

黄金世代の一員としてワールドユース準優勝
飛び級で選出された1997年に続き、1999年のワールドユース（ナイ
ジェリア大会）にも出場。“ゴールデンエイジ”の一員として、小野伸
二、高原直泰、小笠原満男、稲本潤一、遠藤保仁らとともに準優勝
に大きく貢献した。

©J.LEAGUE ©J.LEAGUE ©J.LEAGUE

©J.LEAGUE©J.LEAGUE

©1998 N.O.ARDIJA

©1998 N.O.ARDIJA

写真：Press Association/アフロ

ロアッソ熊本へ。 
若手を導き、4年間柱として君臨

2010年、30歳でJ2のロアッソ熊本に加入。若手の多いチーム
を先導して4年間フル稼働し、2011年には主将を務めた。

当時の番記者が明かす 
こぼれ話

（田中 直希／2009年8月～2012年 エル・ゴラッソ柏担当）
柏時代の後輩・桐畑和繁氏いわく、「『大したシュー
トじゃなくても足を上げてセーブすると、（スタンドが
沸いて）日立台が力をくれる』と雄太さんから教わっ
た」とのこと。なお、桐畑さん、「引退試合に呼んでほ
しかった」そうです（笑）。

当時の番記者が明かす 
こぼれ話

（須賀 大輔／2021年～ エル・ゴラッソ大宮担当）
クラブハウスに誰よりも早く来て一番遅く帰るのが雄太
さんでした。練習後、顔以外全身にアイシングを施すこと
も。そのストイックで準備を欠かさない姿勢に当時2種登
録の市原吏音は感銘を受けていました。

当時の番記者が明かすこぼれ話
（松尾 祐希／2015年2月～5月 エル・ゴラッソ横浜FC担当）

2015年5月、当時小学校5年生だった息
子さん。「本人から『教えてくれ』と初めて
言われて。ヘタクソ過ぎるので教えました
（笑）」と、練習後にグラウンドで熱血指
導。のちに南ジュニアは大津高校（熊本）
で高校選手権出場を果たしました。

当時の番記者が明かす 
こぼれ話

（井芹 貴志／2008年～ エル・ゴラッソ熊本担当）
自らXで「チャラいですね」と振り返っていたとおり
（笑）、熊本時代はロン毛に短パン&Tシャツ姿と、ま
るでサーファー。なぜか行きつけの美容室で取材し
たこともありましたっけ。それでも、頼れる存在だった
のは間違いありません。
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